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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

札幌航空協会所属萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型ＪＡ２０５６（滑空機）は、平成３年７月 

３日、自家用操縦士技能証明実地試験の飛行中、北海道石狩郡新篠津滑空場に着陸 

しようとして、１６時２７分ごろ、ハード・ランディングし、中破した。

同機には受験者である機長が搭乗していたが、死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成３年７月１０日、運輸大臣から事故発生の通報を受け、 

当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成３年７月１１日 現場調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

平成３年７月３日、北海道石狩郡の新篠津滑空場（以下「滑空場」という。）に 

おいて、札幌航空協会の会員２名は自家用操縦士技能証明取得のため、実地試験を 

受験することになっており、１２時ごろからＪＡ２０５６に搭乗してウィンチえい航 

による飛行訓練を行っていた。

航空従事者試験官が滑空場に到着し、ＪＡ２０５６は、１６時２０分ごろ、最初の 

受験者である機長が前席に搭乗して、単独操縦による実地試験の飛行のため離陸した。

機長によれば、その後、事故に至るまでの経過は次のとおりである。

対地高度（以下「高度」という。）３８０メートルでえい航から離脱後、左 

旋回場周経路のダウン・ウインド・レッグに入って、１８０度右旋回を２回及び 

左右の３６０度旋回を行い、「失速からの回復」操作及び高度処理を行った。 

その後ファイナル・アプローチに入って、すぐに「横すべりからの着陸」操作に 

入り、高度約５０メートルで横すべり操作を終了し、軸線を修正し、ダイブ・ 

ブレーキを使用しながら滑空場に進入した。接地前高度約１．５メートルで、 

着陸指定ポイントがやや遠くに見えたので、正確に着けようと思い緊張して、 

無意識のうちに機首上げ操作を行ってしまい機体は失速し、着陸指定ポイントの 

約１０メートル手前の滑空場センターライン付近にハード・ランディングし、 

ほとんどその場に停止した。

事故の模様をピストで目撃していた航空従事者試験官及び操縦教員によれば、次の 

とおりであった。

同機は、実地試験の指定課目を順調にこなして、滑空場に進入してきたが、 

接地前にふわっと浮いた感じに見え、その後失速状態で滑空場に機首下部から 

ハード・ランディングして停止した。

同機は、中破したが、死傷はなかった。

事故発生時刻は１６時２７分ごろであった。（付図１及び付図２参照）



２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

死傷はなかった。

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

中破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

機首部 変形及び損壊

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報 

なし

２．５　乗組員等に関する情報

機長 男性 ６６歳

航空機操縦練習許可書 許可番号 丘第０１１号

有効期限 平成４年５月２３日

総飛行時間（発航回数） ３５時間１１分（２２８回）

同型式機による飛行時間（発航回数） ２２時間３４分（１９６回）

最近３０日間の飛行時間（発航回数） １時間５４分（１７回）

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型

製造番号 第７０号

製造年月日 昭和３８年８月１５日

耐空証明書 第９１－２５－０６号

有効期限 平成４年５月２４日

総飛行時間（発航回数） １，２８６時間１４分（１５，０１７回）

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は３５１キログラム、重心位置は３４％ＭＡＣと推算され、 

いずれも許容範囲（最大離陸重量４００キログラム、重心範囲２５％～４０％ 

ＭＡＣ）内にあったものと認められる。



２．７　気象に関する情報

事故当時の気象は、機長及び操縦教員によると、天気は晴れ、風向は北西、風速は

２メートル／秒であった。

２．８　その他必要な事項

同機の飛行規程によれば、同機（単座の場合）の最良滑空比は速度７６キロメートル 

／時で２２であり、失速速度は５６キロメートル／時である。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空機操縦練習許可書を有していた。

3.1.2　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が実施されていた。

3.1.3　調査の結果から同機は事故発生まで異常はなかったものと認められる。

3.1.4　機長は、初めての実地試験飛行にあたって、着陸指定ポイントに正確に接地 

しようとして接地直前に過度な機首上げ操作を行ってしまったため、同機は失速し、 

ハード・ランディングしたものと推定される。

４　原因

本事故は、機長が着陸する直前に過度な機首上げ操作を行ってしまったため、同機 

が失速し、ハード・ランディングしたことによるものと推定される。



付図１　推定飛行経路図



付図２　萩原式Ｈ－２３Ｃ－２型 

三面図


